
〇はじめに  

 視覚障害者が施設内外の建物や空間を安全確実に移動する
ためには，その配置関係を指先で触れて読み取り理解する必要
がある。そのために設備や通路等を表す記号に一定の高さの突
起をつけた案内板(触知案内図)が利用されている。材料にはス
テンレス等が用いられるが，これらは夏には熱く，冬季には冷たく
指先がかじかんで触知力が落ち，利用者に不快感を与えている。
木材を用いることにより指に触れる感触をより良くし，安心感を与
える効果が期待できる。  
 弾性体で異方性のある木材は、その性質に適応した加工が行
われている。圧密は木材を放射方向に圧縮し機械的性質等の向
上を目的とする加工である。 
今回は、これまで行われていた全体の圧密ではなく、特定形状の
部分圧密をし、視覚障害者用の触知案内図の製作を試みた。  

○試作 

 木材による触知図製作に、金属線を用いた部分圧密が可能か試作した。製作
工程の概略を図 1に示す。まず、金属線を金属板に接着し、吸水・加熱した供試
材に圧締した。乾燥後、切削線まで削った。次に、圧密部を吸水・加熱し記号の
形に回復させた。 
 触知図に用いることができる触知記号は JIS 触知案内図規格(図 2 )で規定さ
れている。この記号をもとに金属線で記号の型を作った。金属線は直径 0.8、1.0
、1.2 mmの太さのアルミ線、真鍮線、ピアノ線とした。作った型を厚さ 5 mm の金
属板に接着し圧締板とし、ベンチバイスに固定した。供試材はハードメープル・
マカンバ・パラゴムノキを用いた。鉋と研磨紙で平面に仕上げた供試材面を沸騰
した水位約 3 mm の熱水に約 30 秒間静置した。その後、ベンチバイスの圧締
板上に供試材をすばやくのせ圧締し、乾燥させた。 乾燥後、くぼんだ部分まで
鉋で削り研磨紙で研磨した。そして、熱水に浸漬し圧密された部分を回復させ、
乾燥した。試作例として図 3 に「階段」と「エレベータ」の触知記号を示す。  

○実験 

 図 4 に回復量測定のための切削位置を示す。通直なピアノ線 50 mm 
を直径と同じ深さまで圧締し、乾燥後取り外した。次に、ピアノ線の一端( 
A )から 5 mm 離れた位置と他端( B )から深さ 1.8 mm の位置までの斜面
を切削し、圧密された部分を回復させた(図 5 )。なお、切削線と圧密表面
との交点を C (くぼみ最深部)とした。ピアノ線は直径 1.0 と 1.2mm の太さ
で供試材にはハードメープルを用いた。回復量測定位置は A から B まで
とし、 2mm 間隔で突起中央部およびその両端の平面部をダイヤルゲー
ジで測定した。そして、その中央部と両端の差を回復量とした。 

図 3. 試作品 
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○案内図製作例（例1，2，3） 
 JIS 規定書の参考例「トイレ案内図」を基に触知案内板を作った 。供試
材は厚さ 20mm のトチを用いた。金属線の太さは 1mm で壁等を表す直
線の記号にピアノ線、曲線は真鍮線。点字用の鋼球は直径 1.5mm と「ハ
イレナイバショ」の記号には 0.8mm のもの。「ゲンザイチ」の面の記号には
低融点合金を用いた。 
始めに、触知記号を金属線を加工し作った。面記号はその形状にあった
型を作り、低融点金属を流し込み 1 mm 厚さになるように仕上げた。また
、小さな突起による「ハイレナイバショ」も全体が 1mm の高さになるよう 
0.3mm の鉄板に深さ 0.1mm の穴を空け 0.8mm の鋼球を接着し作った。 
次に、厚さ 5㎜ の鉄板に案内図「トイレご案内」の配置図を写し取った。そ
して点字位置に 0.5mm の深さの穴を開け鋼球を接着した。また、金属線
および面記号用合金を所定の位置に接着し圧締板を作った。 
次に、供試材のトチの表面を鉋と研磨紙で仕上げた。そして、水位約 5 
mmの熱水中に約 60 秒間静置した後、圧締板にのせプレス機で圧締した
。 4 日間乾燥させた後プレス機から一式を外し、供試材を取出した。そし
てくぼみ最深部まで削り、研磨した。研磨後、給水・加熱し回復させた。ま
た、触った感触をより良くするため、表面を研磨し摺漆をした(図 10 )。 
 最後に、今回の製作方法を用いて、レイアウトの異なる施設の触知図製
作をする場合、区画や壁の製作には金属線の簡単な加工(直線の曲げや
切断)で済み、設備等は触知記号の再利用が可能であると考えられる。 
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〇結果 
 A からの回復量の変化を図 6 に示す。直径1.2mm のピアノ線線の場合
、A から 5㎜ 付近まではマイナスでくぼんだままだが、 5㎜ を過ぎると回
復が始まり、C (24mm付近)で最大回復量(0.7mm)を示した。 直径1.0mm 
では 1.2 mm に比べ回復が早く始まり 16mm 付近で最大回復量(0.5mm)
となった。 
 乾燥後、ピアノ線を供試材から外しくぼみ最深部を計ったところ、初期圧
締寸法(直径寸法)よりも小さくなった。その値は直径 1.2mm で約 0.7mm  
、1.0mm で約 0.5mm とそれぞれ約半分になった。これは取り外した後で
回復（初期回復）が起こったためである。木材全体を圧密した場合と異な
り一部分の圧密のため、押込められた圧密部に周辺からの押し返しが強
く働いたためと考えられる。また、図 5 の A から 5mm までの切削しなか
った範囲（初期回復済み）は、元の形状に回復しなかった。これは、くぼみ
上部にある横に圧密された部分が回復したため、上への回復が阻害され
ためと考えられる。 また、回復形状の変化を調べるため、測定後の供試
材を圧密長手方向に 2㎜ 間隔で垂直に切断し、断面の写真を撮った(図 
7)。 AからC 以前までは両側が盛り上り中央部が少しへこんだ台形の形
で、 C 付近で頂点のある山型になり、その形状を保ったままBに向かって
小さな形になっていく。従って元の断面（ピアノ線断面）形状に近い形に回
復させるにはC から B までの範囲で切削する必要がある。 

図 2. 触知案内図に用いることができる触知記号  

  図 5.  回復後の供試材 
      （ハードメープル） 

図 7.  回復の様子( Aからの距離における断面) 
         ハードメープル,  ピアノ線：φ  1.2 mm 

図 1.  製作工程 

図 4.  回復量測定のための切削位置 

図 6.  回復量 
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